
シーン「う・ふ・ふ・ふ」（ＥＰＯ） 

渡辺が福井にナイフを借りて自らの腕を刺している。 
そこから始まる。 
しかし何も起きない。 
 
渡辺   何で？ 
福井   うん？ 
渡辺   何で、何も見えない？ 
福井   何が見たいんだ？ 
渡辺   ・・・ 
福井   何が聞きたい？ 
渡辺   ・・・ 
福井   赤ん坊が物を壊すのに理由は無い 
渡辺   え？ 
福井   理由はない 
 
小川が「う・ふ・ふ・ふ」を流す 
 
渡辺   ・・・俺は彼女が好きだ。彼女が俺を好きだから 
福井   うん？ 
渡辺   彼女が俺を好きだから、俺は彼女を幸せにしたい 
福井   ・・・ 
渡辺   彼女の中身が俺だけになるのは、なんとも心地が良いよ 
福井   ・・・ 
渡辺   信じて貰えないかもしれないけど、俺は彼女が好きだ 
福井   ・・・ 
渡辺   彼女が好きな自分が好きだ 
福井   ・・・ 
渡辺   半強制的とはいえ、俺の中身が彼女で染まるのはなんとも心地が良い 
福井   そうしてお前は許すんだ、彼女の全てを 
渡辺   ああ 
福井   そうしてお前は壊すんだろう？ 
渡辺   ・・・ 
福井   彼女と、彼女の中のお前と、お前の中の彼女を 
渡辺   ・・・ 



福井   そして全ての再生を願う。生きているという心地よさを味わう為に 
渡辺   俺は彼女が好きだ 
福井   彼女じゃなくても良いだろう 
渡辺   彼女じゃなきゃダメだ 
福井   何で？ 
渡辺   それは 
福井   理由はないな？ 
渡辺   ・・・ 
福井   赤ん坊が物を壊すのに理由がないのと一緒だ 
渡辺   ・・・ 
福井   ただそこに物があったから 
渡辺   ・・・ 
福井   お前にとって彼女はたったそれだけのものだ 
渡辺   ・・・ 
福井   理由もないのに理由をつければ、答えは答えじゃなくなる 
渡辺   それでも俺は彼女が好きだ 
福井   何で？ 
渡辺   彼女が 
福井   うん？ 
 
上田が渡辺に微笑みかける 
 
渡辺   彼女が俺に笑いかけるから 
福井   それが理由か？ 
渡辺   それだけで充分だ 
上田   ナベちゃん 
渡辺   今はそれで充分だ 
上田   死んで？ 
渡辺   明日で世界が終わるならそれだけで充分だ 
 
（暗転） 
 
 
 


